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3．実践Ⅱ生活単元学習「季節の野菜を育てて食べよう」の授業作り
（1）単元の計画
①単元設定の理由
本学級（小学部3組）は、5年生2人と6年生3人の計5名の複式学級である。子どもたちは
これまで学校や家庭でいろいろな活動を経験してきているが、活動の一部を担う経験で終わって
いることが多い。そこで調理や買い物、その他いろいろ経験してきた活動をつながった活動とし
て経験することで、「なぜ、何のために」行うのかがより理解できるのではないかと考えた。
栽培学習は、植え付け、水やり、収穫などの基本的な活動に加え、育てる野菜の選択、苗の買
い物、畑新聞作り、調理など活動を拡げることができる。これらの経験を通して自分の得意なこ
とや不得意なことなど新しい自分に気づいたり、様々な体験を積み重ねることで自信がつき、新
しいことや苦手なことにもチャレンジしてみようという気持ちが芽生えてきたりすることが期待
できる。
また、この学習では収穫を通して大きく育った喜びや、収穫した野菜を使って調理をして食べ
る楽しさ、家族や他のクラスに配ることで感謝される喜びなども感じることができるのではない
か。さらには苗から育てることにより、苦手な野菜も食べてみようとする気持ちが出てくること
も期待できると考え本単元を設定した。
6年生は昨年度もミニトマト、きぬさや、大根、キャベツなど栽培学習を行っており、畑新聞
を作って生長の様子の振り返りを行ったり、収穫後には野菜を使った調理活動を行ったりしてい
る。
また今年度1学期にもミニトマト、スナップえんどう、じやがいもの栽培学習を行い、育てた
野菜で調理活動を行っている。児童にとっては、苗や種を植えてから収穫するまでの期間が長か
ったため自分の植えた苗や種の生長に興味を持ったり、気づいたりすることがあまりなく、意欲
的に栽培学習に取り組むことが難しかった｡しかし、収穫した野菜を調理する活動はどの児童も
好んで行い、積極的に取り組む様子が見られた。
そこで、本単元では、昨年度および1学期の学習活動の成果や課題を踏まえ児童の内面を推察
しながら活動内容や手立てを検討していった。
②単元の目標
・野菜の生長の様子を知る 【知識・理解】
・自ら進んで野菜の栽培や調理に取り組もうとする【関心・意欲・態度】
・自分の栽培したい野菜や食べたい料理を選んだり、したい活動を選んだりする
【思考・判断・表現】
・身近な調理器具に親しむことができる 【技能】
③実施期間平成28年9月16日から12月（本文は11月21日までの実施授業）
④単元計画（総時数16時間）
第一次育てる野菜を選ぼう2時
・春に育てた野菜を思い出そう
・試食して育てる野菜を選ぼう
第二次野菜の苗を買おう2時
・何から育てる？種かな苗かな
・苗と種を買いに行こう
第三次野菜を植えよう1時
－40－









